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は，いくつも行われている。多くの研究は，様々な観点から先行研究の知見の
















































どない。例外的な研究として，Ansari et al.（2007）があげられる。Ansari et 
al.（2007）は，1995 年から 2005 年半ばまでに発表された日本語文献と英語文
献を知識進展フレームワーク（knowledge progression framework），意図さ
れた読者（intended audience），研究の性質（nature of study），研究方法







（situating the practice in its organizational context）」（13％），「確立されたプロ
セス，ツールとの連携（linkage with established processes and tools）」（23％），
「普及と制度化（diffusion and institutionalization）」（12％）になっている⑴。
意図された読者に関しては，「実務家」（2000年以前は11本，以降は7本），「研
究者」（2000 年以前は 39 本，以降は 48 本）になっている。研究の性質に関し
ては，「記述」（2000 年以前は 36 本，以降は 41 本），「規範」（2000 年以前は

































Organizations and Society，The Accounting Review，Contemporary Account-
ing Research，Journal of Accounting and Economics，Journal of Accounting 








えば，清水（孝）（2020）は，2008 年から 2019 年までの間に日本の査読付研究雑誌 4誌（『原価計
算研究』，『管理会計学』，『会計プログレス』，『メルコ管理会計研究』）に掲載された会計学研究に
おける研究方法の蓄積状況を明らかにしている。
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表 2　管理会計分野における書誌学的方法を用いた文献レビュー

























































































用いられていたが（例えば，Hesford et al. 2007; Shields 1997; 吉田ほか 2009）， 
近年では，管理会計分野における特定のトピックに関する研究の蓄積状況を把














　前者 3 つの観点は，書誌学的方法を用いる文献レビュー（Hesford et al. 

















































　研究サイトは，前項でレビューした先行研究（河合・乙政 2012; 横田ほか 







　理論ベースは，前項でレビューした先行研究（河合・乙政 2012; 横田ほか 
2018）に加え，欧米の管理会計研究で用いられている理論を整理した先行研究
























2019 年），『会計プログレス』（2000 年-2019 年），『管理会計学』（1992 年-2019
年），『企業会計』（1949 年-2019 年），『原価計算研究』（1992 年-2018 年），『産
業経理』（1948 年-2019 年），『メルコ管理会計研究』（2008 年-2019 年）である。









紙媒体の目次を確認することで補った。その結果，2 本の研究（秋山 2019; 小
沢 2019）が抽出された。





るが，CiNii の検索では抽出されなかった研究を 3本（梶原 2015; 田中 2001a; 
谷 1996）発見した。
　ただし，これら 174 本の中には，同名タイトルにて分割掲載されている研究
がいくつかみられた（例えば，神戸大学管理会計研究会 1992a; 1992b; 1992c; 
田中ほか 2010a; 2010b; 2010c; 2010d）。そこで，これらの研究をまとめて 1本
とカウントすることにした。以上の手続きを経て，本研究の分析対象は，最終


























































ている研究のうち約 48％（145 本中 70 本）が「研究サイトなし」である。「研
究サイトなし」の次に研究数が多いのは，「製造業」である。「製造業」は，何
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